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本校は、助産師及び看護師を養成する教育機関です。これまでに総勢約8,900名の助

産師・看護師がこの学び舎から巣立ち、その殆どが茨城県内に就業し、ベテランから新人

まで幅広く活躍しています。

本校は豊かな人間性と倫理性を育むことを教育理念に置き、地域社会に必要な保健・医

療・福祉のニーズに対応できる人材を育成しています。

さて、少子高齢社会の進展は加速し、地域社会における保健・医療・福祉・介護分野の連

携体制への期待が高まっています。助産や看護の対象者は、病院や施設のみならず、地域

全体の幅広い年齢層の方や、様々な健康レベルの方々になります。このような地域住民の

健康ニーズに対して、適切な助産や看護ケアを提供する必要性により、本校の助産学科・

看護学科３年課程・看護学科２年課程共に、新しいカリキュラムがスタートしました。

従来のカリキュラムの内容を発展させ、新たな科目を設定し更に多くの学びや経験がで

きるよう、カリキュラム構成に創意工夫を凝らし、地域・在宅での看護理解が深まるよう実

習施設も増やしました。

また、看護映像教材の24時間動画配信サービスや看護学科３年課程は電子テキストの

導入・活用、そして授業には、実際の臨床場面をリアルに再現した状況でその経験を振り返

り、ディスカッションを通して専門的な知識・技術・態度の統合を図ることを目指すシミュレ

ーション教育を積極的に取り入れるなど、学生の皆さんが楽しく学び、より主体的な学び

へとつながるよう学習環境を整備し支援しています。

助産師・看護師は責任ある仕事ですが、やりがいのある職業です。皆様の夢が実現でき

るよう、教員一同一丸となって全力できめ細やかな教育指導を行って支援いたします。

皆さんの入学を心よりお待ちしております。


